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社会的背景：労働生産性の低迷

出典：「建設業ハンドブック2010」日本建設業団体連合会・日本土木工業協会・建築業協会

建設産業の課題：労働生産性の低迷

全産業 建設業 製造業
図１ 労働生産性推移グラフ



BIMの登場

労働生産性向上の有効策の一つとして、

ＢＩＭが注目されている。

しかし・・・・

同様に労働生産性向上のために、１９９０年
半ばに広まったCALS/ECや契約形態の課題が
ある。



研究目的

課題を整理し、BIMの機能を十分に活用してい
くための提案を行う

産官学CIM契約形態 CALS/EC



3Dモデル

属性情報

・干渉チェック

・ウォークスルーによる確認

・概算数量算出

（空間 仕様 性能 コスト 時間）

BIM（Building Information Modeling）とは

設計 施工 維持管理



BIM導入のメリット

フロントローディング

設計段階初期に負荷をかけ、作業を前倒しし
て進めること。



フロントローディング

フロントローディングの実施

→施工・維持管理時のコストアップの要因を解消できる。



フロントローディング

設計者・施工者との図面などの情報共有が限
定的なものになると、フロントローディング
を実行しにくい。

設計施工分離発注方式には課題がある



契約形態

日本の発注形態：設計施工分離発注が原則

発注者

設計者

①工事予算設定の
ために設計図を依
頼する

②設計図を
納品する

③設計図書を元に工事
予定価格を設定する

施工者

④落札し、
施工を行う



設計施工分離発注メリット・デメリット

分離発注のメリット

分離発注のデメリット

１ 発注者の要望が反映されやすい

２ 工区・工種別の発注が出来、市内中小企業の参画が容易

３ 設計者が施工性に関する知識を有する場合、意図が工事まで反映される。

１ 分離発注のため、連携した技術の採用は難しい。

２ 施工企業独自の技術やノウハウを設計、施工に活かせない。

３ 設計段階の打ち合わせが不十分で、工事着工後の設計変更による追加コストが
発生しやすい。



設計施工分離にBIMを導入した際の
利点と課題

1 発注者の要望が視覚化によって確認しやすくなり、要望がより反映されやす
くなる

2 工区・工種別の現場にて並行作業、共同作業による生産性向上が見込ま
れる

3 設計時に施工性・維持管理性を考慮した設計図書が納品されることによっ
て、手戻りの解消がなされる

1 発注者がBIMモデルを容易に理解できる環境を整えること
2 施工方法などのデータ連携の環境を整えること

3 BIMモデルの精度を設定することと、設計者の施工性の
確保が必要



産官学CIM（Construction Information Modeling）

産：CIM 技術検討会等

官：国土交通省

学：土木学会

8）国土交通省 産学官によるCIMの構築



A川側道橋

発注者 国土交通省○○○整備局

発注方式 設計施工分離発注

対象業務工種 橋梁詳細設計

対象橋梁 本業務内設計橋梁のうち、側道橋（上り線）

道路規格 第4 種第3 級 V=60km/hr（側道）

有効幅員 9.000m



利点と課題

利点 課題

施工段階での手戻り防止 正確な配筋モデルが不可欠

経験値の少ない人への意思伝達
が容易

モデル操作を容易にする必
要がある

施工段階で属性付与作業が容易 必要な情報を定義すること



CALS/ECについて
CALS/EC(Continuous Acquisition and Life-cycle Support 

/ Electronic Commerce）

日本語訳は公共事業支援統合情報システム

紙

電子
CALS/EC概念図



図面の標準化がなされたが、限定的なもので情報阻害
の検討がなされていない

関係者のWIN×WINの関係が築かれていない

課題

成果

電子入札や、電子納品のための制度導入がなされた

CALS/ECの課題



BIMの課題

1 発注者がBIMモデルを容易に理解できる環境を整えること
2 施工方法などデータ連携の環境を整えること

3 BIMモデルの精度を設定することと、設計者の施工性の
確保が必要

4 正確な配筋モデルが不可欠

5 モデル操作を容易にする必要がある
6 図面の標準化がなされたが、限定的なもので情報阻害の検討
がなされていない

7 関係者のWIN×WINの関係が築かれていない



解決案１
1 発注者がBIMモデルを容易に理解できる環境を整えること

5 モデル操作を容易にする必要がある

BIMツール
の向上

地形モデル
取得

システムベンダー 国土地理院

4 正確な配筋モデルが不可欠

6 図面の標準化がなされたが、限定的なもので情報阻害の検討
がなされていない

2 施工方法などデータ連携の環境を整えること



解決案２

設

計

施

工

管
理

BIM
施工知識の補強
・人材教育
・下請けの雇用
適正なレベルのモデル作成
・LOD

BIMが施工・
維持管理で機
能する

3 BIMモデルの精度を設定することと、設計者の施工性の
確保が必要



解決策３

属性情報付加 作業工程

設計段階

属性情報
付加

施工段階

属性情報
付加

作業工程

設計段階

属性情報付加

施工段階

環境性能
評価

7 関係者のWIN×WINの関係が築かれていない



まとめ

今回の研究からBIMとはフロントローディン
グを行うことによって最も効果が発揮され
るものであり、設計施工分離では十分に効
果が得られないことがわかった。しかしな
がら、発注から維持管理の各団体の協力や、
3次元モデル作成のルールを定めることに
よって、生産性向上が見込まれることが判
明した。
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